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設置前年の動き

 総務課管財係に職員1名情報担当（新採が置かれていた）2020年3月まで

通知等や職員のPC環境対応が精一杯で、手を出せる状況にない

 2019年9月グーグル、総務省研修を実施 町長＋職員8名

デジタルファースト宣言のすすめ

デジタル体制（組織・人材・予算）圧倒的強化を

 第7次町総合発展計画の重点事業としてﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｧｰｽﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

デジタル化が進み、住民サービスが変化していく

進化する情報技術に対応する職員の育成
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2020年4月～

 総務課ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｧｰｽﾄ推進室設置

室長以下４名（一般職3名＋会計年度1名）＋町内IT企業職員1名の5名で発進

組織〇 人材〇 予算△

 特別定額給付金対応

4月、5月

 コロナで世界が大変容

今まであたり前だったことが、変化していく

コミュニケーションのあり方や日常生活
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今年度やったこと（予算なし）

 電子申請の推進

職員採用試験受験申込、学生応援特産品給付事業申込、
町独自アンケートへの回答受付など

 町公式LINEの運用開始

2020年9月～友だち登録者（町のファン）へ情報発信

 町職員への研修

セキュリティ、国の情報政策研修（講師はﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｧｰｽﾄ推進室職員）

特定個人情報取扱いに関する内部監査
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▲広報ふながた12月号に掲載



今年度やったこと（予算なし）

 デジファへの一歩を毎月発行
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★職員への会報誌（その月ごとの情報系ホットな
話題やセキュリティ対策など）

★小さくても１歩づつ、振り返れば道ができてい
る。職員全員でデジタルに関わる知識を増やし
ていこうという思いで命名

★デジタルデバイドをなくす目的で毎月情報発信

八歩目は12月発行のため、クリスマス風に。▶



今年度やったこと（予算あり）

 町ICT推進に関する計画の策定

令和6年度までの計画を策定（各課の現状を聞き取り、計画に反映）

 地方創生臨時交付金の活用

ワーケーション推進やテレワーク用環境の整備
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最後に参考まで

 可能であれば専念できる組織体制が必要
情報系を専門に担当するチーム（室や係）の強化

 町職員（原課）への対応
職員は忙しい中でデジタル化を進めていく

現状維持からの転換、セキュリティ意識の向上

 できることから少しづつ
今の技術でできることが結構ある、一歩一歩やっていくことの積み重ね

町民平等に対応しながら、デジタルと紙の両面で推進

ご清聴ありがとうございました。
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